
早
期
か
ら
の
徹
底
治
療
が
鍵
！

働
き
盛
り
の
女
性
に
多
い

「
関
節
リ
ウ
マ
チ
」

監	

修

千
葉
県
医
師
会	　

杉す
ぎ
や
ま山	

隆た

か

お夫	

医
師

■ こんな症状はありませんか？

■ リウマチ診断の今、むかし

■ リウマチ発症年齢

　
関
節
リ
ウ
マ
チ
は
、
国
内
に
70
万
〜
80
万
人
も

の
患
者
さ
ん
が
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
だ
け
に
、

病
名
だ
け
は
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
誤
解
も
多
い

病
気
で
す
。

　
飛
躍
的
な
治
療
法
の
進
歩
に
よ
り
、
か
つ
て
の

常
識
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
き
た
関
節
リ
ウ
マ
チ

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

▼ 

関
節
リ
ウ
マ
チ
っ
て
？ 

　

関
節
リ
ウ
マ
チ
（
以
下
「
リ
ウ
マ
チ
」）
は
、
免
疫

シ
ス
テ
ム
の
異
常
に
よ
り
、
関
節
に
炎
症
が
起
こ

り
、
痛
み
や
腫
れ
が
続
く
病
気
で
す
。

　

進
行
す
る
と
関
節
の
骨
が
破
壊
さ
れ
て
変
形
し
、

日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。
関
節
の
症
状

が
顕
著
で
す
が
、
関
節
だ
け
の
病
気
で
は
な
く
、

炎
症
が
全
身
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

最
も
特
徴
的
な
初
期
症
状
と
し
て
は
、
起
床
時

の
関
節
の
こ
わ
ば
り
や
腫
れ
で
す
。
そ
の
炎
症
は

手
足
の
関
節
や
肩
、
股
関
節
な
ど
に
起
こ
り
、
腫

れ
や
痛
み
が
移
動
し
、
同
時
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、

左
右
対
称
に
出
る
点
も
特
徴
的
で
す
。

　男性よりも女性に起こりやすい
病気です。（男女比：人口1,000
人あたり女性5.4人、男性1.1人）

小さいお子さんも発症？？
知らなかったピッ

このようなことか
ら、早期に発見

し治療することが
重要になったの

です。

関節が
こわばる、痛い

関節が熱っぽく
なって腫れる

指が曲げづらい

手がにぎれない

関節が動かしにくい

これらの症状が、朝起きてから最低でも30分くらい続き、
かつ1か月くらい続く場合、関節リウマチを疑います。

以前の考え方
病気はゆっくり進行し、10年以上経過
してから急速に関節破壊が生じる、と
考えられていた。

▼

従って、症状や進行の様子を見ながら
治療していく。（初めは痛み止めで痛み
を抑え、その後ステロイド剤などで炎
症を抑えていく）

新しい考え方

発症後、早期から急速に関節破壊が生
じる。

▼

初期のうちからしっかり治療する。（治
療開始時期に加え、新しい治療薬の出
現で、病気の進行を食い止めることが
可能に）
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リウマチと診断された年齢

2010年 リウマチ白書（社）日本リウマチ友の会より

プチメ
モ

「リウマチ熱」
名前に「リウマチ」が
ついていますが、溶連
菌という細菌の感染に
よって起こる病気です
ので、「関節リウマチ」
とは異なります。
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放
っ
て
お
く
と
関
節
の
炎
症
か
ら
骨
破
壊
が
起

き
て
手
足
が
変
形
し
、
寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▼ 

家
庭
や
職
場
で
の
働
き
盛
り
に
多
く
発
症

　

リ
ウ
マ
チ
は
お
年
寄
り
の
病
気
の
よ
う
に
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は
、
子
ど
も
も
含

む
全
て
の
年
代
で
発
症
し
て
い
ま
す
。

　

男
性
よ
り
も
女
性
の
方
が
多
く
（
男
女
比
1:4
）、

発
症
の
ピ
ー
ク
は
30
代
〜
50
代
と
い
う
働
き
盛
り

の
年
代
で
あ
り
、
そ
の
日
常
動
作
に
支
障
が
出
る

た
め
、
本
人
は
も
ち
ろ
ん
家
族
に
と
っ
て
も
辛
い

病
気
と
言
え
ま
す
。

　

原
因
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
遺
伝

や
感
染
す
る
病
気
で
は
な
く
、
自
己
免
疫
疾
患
で

あ
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
▼ 

新
薬
の
登
場
で
変
わ
っ
た
患
者
の
生
活

　

リ
ウ
マ
チ
と
い
う
と
、
ひ
と
昔
前
ま
で
は
、
一

生
痛
み
に
耐
え
る
こ
と
に
な
る
、
人
生
を
変
え
て

し
ま
う
病
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
治
療
効
果
の
高
い
新
薬
が
次
々
と
開

発
さ
れ
た
現
在
で
は
、
炎
症
や
痛
み
を
抑
え
、
関

節
の
破
壊
を
防
い
だ
り
食
い
止
め
た
り
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
多
く
の
患
者
さ
ん
が
、
大
き
な

■ 関節リウマチは自己免疫疾患

■ リウマチの経過

　関節リウマチの原因は明らかになっていませんが、自己免疫疾患のひとつです。
※ 自己免疫疾患…本来は、外から侵入してくるウイルスや菌などの外敵から体を守る仕事をしている免疫ですが、自分の組織を外敵とみなして攻

撃してしまう病のことです。

病気が滑膜組織にとどまっているうちに治療を始めれば、軟骨や骨が壊れるのを防ぐこともできるようになりました。

現在、リウマチ治療の進歩はめざましく、症状はそれぞれ 
軽症化しています。

正常な関節 関節リウマチの関節

骨 骨
関
かんせつほう

節包
滑
かつまく

膜
（ピンク部分） 炎症性滑膜

関
かんせつこう

節腔を満たす
関節液（潤滑油
の働き）
＊ 関節液は滑膜

で作られる。
軟骨

破壊され、
ゆるんだ靭帯

破壊され
た軟骨

靭
じんたい

帯
関節を動かさなくても

痛いのが特徴だ
ピッ

病気の進行
•	関節が炎症を起こす
•	進行すると軟骨や骨が壊される
•	関節が変形する

❶

❷

❸

❹❹

症
状

経過年→

❶進行型 現在のリウマチ治療では改善がみられ
ず、どんどん悪化していく

❷多周期増悪型 治療が完全には効かず、長い時間をか
けて徐々に悪化していく

❸多周期寛解型 悪くなったり良くなったりを繰り返しな
がら、最終的には症状も下火になる

❹単周期型 いったんリウマチの症状が起こったあと
に、治療に応じて良くなっていく

グラフ・表：参天製薬株式会社リウマチなぜなに読本より
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支
障
な
く
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

妊
娠
・
出
産
に
つ
い
て
も
、
か
つ
て
は
諦
め
な

け
れ
ば
い
け
な
い
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、

現
在
で
は
、
専
門
医
と
相
談
し
な
が
ら
症
状
に
合

わ
せ
て
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

▼ 

早
期
か
ら
の
徹
底
治
療
が
大
切
な
理
由

　

治
療
は
、
薬
物
療
法
を
中
心
と
し
て
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
れ
だ
け
で
は

機
能
の
回
復
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
手
術
を
行
う

の
が
一
般
的
で
す
。

　

痛
み
や
腫
れ
を
と
り
、
関
節
破
壊
の
進
行
を
抑

え
、
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
を
良
い
状
態
に
保
つ

た
め
に
、
寛か

ん
か
い解

※

を
目
指
す
治
療
が
行
わ
れ
ま
す
。

（
※
寛
解
…
症
状
が
お
さ
ま
り
病
気
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
て
い
る
状
態
を
い
い
ま
す
。）
そ
の
た
め
に

重
要
な
の
が
、
早
期
に
リ
ウ
マ
チ
を
発
見
し
、
初

期
段
階
か
ら
徹
底
し
た
治
療
を
行
う
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
リ
ウ
マ
チ
の
関
節
破
壊
は
長
い
年

月
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
進
行
す
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、作
用
の
弱
い
薬
か
ら
徐
々

に
使
い
始
め
、
病
状
次
第
で
強
い
薬
に
変
え
て
い

く
方
法
が
と
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
の
研
究

で
、
リ
ウ
マ
チ
は
初
期
段
階
に
急
速
に
悪
化
し
て

■ 2 つの検査
　この病気の検査は、血液検査・骨や筋肉の
画像検査などを組み合わせて行います。

■ 診　断
　リウマチの診断は、医師による関節所見の確認と症状、
ならびに上記の検査をもとに、総合的に行われます。
　また、最近では「アメリカリウマチ学会・ヨーロッパリウマ
チ学会の分類基準」も用いられています。 それは、罹

り か ん

患関節
数（炎症が起こっている関節数）、症状の持続時間（６週間未
満か・以上か）などの結果をスコア化して、点数が６以上の場
合にリウマチと診断するものです。

■ リウマチと間違いやすい病気

例えば、リウマチ因子が
高値だったら３点、

低値だったら２点…
というように、
スコア化とは

チェック項目に点数付け
をするものです。

１. 膠原病 ２. 感染症 ３. その他

全身性エリテマトーデス
強
きょうひしょう

皮症
多発性筋炎/皮膚筋炎
結
け っ せ つ せ い

節性多
た は つ ど う み ゃ く え ん

発動脈炎
シェーグレン症候群

リウマチ熱
細菌性関節炎
ライター症候群
強
きょうちょくせい

直性脊
せ き つ い え ん

椎炎

変形性関節症
リウマチ性多発筋痛
糖尿病性関節炎
痛風
偽
ぎ つ う ふ う

痛風
ベーチェット病
など

特に変形性関節症は、
間違いやすい

疾患として多いピッ

血液検査 画像検査
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し
ま
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

治
療
法
は
大
き
く
変
化
し
、
初
期
の
う
ち
か
ら
抗

リ
ウ
マ
チ
薬
を
し
っ
か
り
使
い
、
必
要
で
あ
れ
ば

生
物
学
的
製
剤
を
追
加
し
て
、
関
節
の
破
壊
を
徹

底
し
て
抑
え
る
方
法
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果

10
年
、
20
年
先
の
関
節
の
状
態
が
大
き
く
異
な
る

こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

た
だ
、
リ
ウ
マ
チ
の
初
期
症
状
は
他
の
病
気
で

も
み
ら
れ
る
た
め
、
早
期
発
見
が
容
易
で
な
い
の

も
事
実
で
す
。
せ
っ
か
く
良
い
治
療
薬
が
あ
る
の

に
、
十
分
な
治
療
を
受
け
て
い
な
い
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
は
余
り
に
残
念
で
す
。

　

1
ペ
ー
ジ
の
症
状
に
心
あ
た
り
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
リ
ウ
マ
チ
専
門
医
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 治　療
　薬物療法・リハビリテーション・手術療法を組み合わせて治療します。
　以前の治療は、痛み止めを使い、それでも不足の場合はステロイド剤を使うというのが一般的でした。
しかし、効果の高い薬ができ、痛みや炎症を抑えるだけではなく、病気の進行を食い止め、患者さんの生
活の質を高める治療ができるようになりました。

■ 妊娠・出産について
　若い方でもかかる病気なので、これから妊娠・出産を考えている方も少なく
ありません。
　治療薬によっては避妊が必要なケースもありますが、今は生物学的製剤など
を使って妊娠も可能です。 主治医にご相談ください。

薬物療法
抗リウマチ薬（メトトレキサート＊な
ど）・生物学的製剤・非ステロイド
系鎮痛消炎剤（痛み止め）・ステ
ロイド剤など

＊ メトトレキサートにも他の薬と同じように
副作用があります。 中でも高熱・咳・
息切れ・呼吸がしづらいなどの時は「間
質性肺炎」の疑いがあしますので、す
ぐに受診してください。（間質性肺炎は、
リウマチ自体が原因でおきることもありま
す。）

リハビリテーション
運動療法・理学療法・
作業療法など
※ 自宅で手軽にできる「リウマ

チ体操」もあります。

手術療法
滑膜切除術・人工関節
置
ち か ん じ ゅ つ

換術など

誰にとっても、
ひと事じゃない

病気なんだピッ！

早期発見するために、
初期の症状を放置せず、

専門医を受診しましょう！
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